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た上で発言していただくことを求めます。 

 なお、一般質問については、執行部の答弁を含め、議員１人90分の持ち時間となっております

ので、念のために申し添えます。 

 執行部に申し上げます。能率的な会議運営の観点から、簡明な答弁をお願いいたします。 

 傍聴の方に申し上げます。傍聴受け付けの際にお渡しをいたしました傍聴章の裏面に記載をさ

れております注意事項を遵守し、お静かに傍聴していただきますようお願いをいたします。 

────────────────────────────────────────── 

日程第 １ 一般質問 

○議長（藤井裕一君）  

 日程第１、一般質問を行います。 

 順次発言を許します。 

 ８番 古橋智樹君。 

［８番 古橋智樹君登壇］ 

○８番（古橋智樹君）  

 おはようございます。 

 本日、朝から強い台風の影響の雨にもかかわらず、お足元の悪い中、皆様方には当議会の一般

質問のほうにご参集いただきまして、私からも御礼申し上げるとともに傍聴の皆様方にも御礼を

申し上げます。 

 また、強い台風が引き続き日本列島を縦断する模様でございます。坪井市長初め、執行部の皆

様方には災害対策をくれぐれもよろしくお願い申し上げまして、平成28年第３回定例会に当たり、

通告に従いまして一般質問を行います。 

 まず、第１点目の「学校給食の水準アップ、並の充実を～人口減少子高齢化に応じる身体へ、

子ども食堂以前の課題」について伺います。 

 当市教育環境は、適正規模・配置の不均衡がいまだ残り、改善を要するところでございますが、

次なる統合計画もいまだ見通しが示せないところであります。また、これまで当市の教育成果も

私より質問いたしましたところ、議会にはなかなか諸事情もあり報告できないような現状もござ

いまして、いわば聖域化している教育の現状であります。 

 そのような閉ざされた教育の状況に、私も地方議員の１人として将来を担う子どもたちが当市

の、さらにひいては茨城県、日本の生産性に貢献できるような教育であっていただきたいという

ことを検証したいところではありますが、なかなか先ほど申し上げましたとおり難しい実態であ

ります。 

 そういったところで、ならばせめて将来、人口減少に今の子どもたちが１人で複数の、多くの

高齢者を支えなければならない少数精鋭の子どもたちに我々大人が昼に食する同等の内容を食べ

させてあげたいという思いでいっぱいでございます。 

 一般的な昼食に比べ学校給食の水準は、議員の皆様方にはお配りしておりますが、私の個人的

な見解として、水準が決して高いものではない、並のものではないと感じた次第でこの質問に思

い立ったわけであります。 

 昨今、子ども食堂ということで貧困に対する対応といたしまして、近隣の選挙の後ではそうい



- 4 - 

ったことも掲げながら選挙に臨むような方もいらっしゃるわけでございます。しかしながら、私

はこの子ども食堂などという以前の問題として、もっと学校給食を充実していただきたいという

思いでこの質問に至ったものであります。 

 子ども食堂で貧困に対応する以前の課題として、この学校給食のため食いは別といたしまして

も、単にその給食の味だけではなく栄養、そのほかに補完すべき役割、可能性が子どもたちの体

に担わなければならない給食の責務があるのではなかろうと申し上げる次第であります。 

 そして、今年度、事業計画になっております霞ヶ浦中学校と霞ヶ浦地区の霞ヶ浦南小学校の給

食室の改築工事、こちら２カ所、１校当たり工事費だけで２億円予算計上いたしまして、私もそ

の予算に対しては賛成したところでありますが、非常に坪当たりの単価に換算いたしますと、か

なり高額な予算であろうと思う次第でございます。この一方的偏りではないかと思われる給食事

業、改築工事を子どもたちの実際に口にする給食のほうにも充実させていただきたい、さらには

教育内容、教育振興のほうにも充実させていただきたいという思いであります。 

 その１校２億円以上も投じる給食室で調理事業を委託し、さらに公費で燃料、消耗品等も加え、

実質学校給食単価250円程度の給食費を集めるも、三色の栄養、緑のものであったりカルシウム

であったり炭水化物であったりアミノ酸であったりというような栄養のノルマと１日子どもの

2,000キロカロリー前後の状況を踏まえ、この250円でどこまで役割を果たせるのか、そしてまた、

これまで私が質問で申し上げてきましたとおり、食材の地産地消を初めとするかすみがうら市の

湖山の宝などと取り組んでおります農業振興も踏まえ、私は、ぜひとも給食の中で経済的にも食

材の安全面としても加工地、産地の表示を努めていただきたいというように申し上げてきました

が、いまだここまでには至らない実態であります。 

 お手元の給食の写真のとおり、なぜ給食にもっと心を表現できないのか、やはり栄養価に加え、

子どもにも味として心を伝えることは重要でございます。これらを二の次とするような水準の給

食が出されるのか伺うところであります。 

 また、学校と同様に市内の公立保育所、さらには市内の私立の幼稚園などの現状、格差有無等

についても伺う次第でございます。 

 次いで、第２点目の「学校送迎のバスの対象地区解消と運賃一部負担化を～市の自立する将来

像と路線バス利用校との格差」について伺います。 

 霞ヶ浦地区のバス利用は、さまざまな利用形態から、全てニーズに完全な対応ができることは

なかなか困難な実情で、事実、利用者からは不公平な実態もあるということでございます。 

 これを解消するためには、バス利用対象地区の解消と利用の自由化、さらにバスの利用者に応

分の負担を一部求めまして、市長も掲げられております、当市のポリシーの一つであります自助、

共助として地域の当市、かすみがうら市の自立する将来像を目指す必要があると考えるところで

あります。 

 このバスの無料化の負担は、霞ヶ浦地区以外の対象地区外の負担も含んでいる実態であります。

先ほどの２点目のタイトルで申し上げましたとおり、千代田地区の新治小学校の児童たちは、路

線バスを利用しながら通学している実態もございます。現在の学校送迎バスの無料の負担にそう

いったほかの地区の市民としても負担に加わりながら、扱いが不当な格差ではないかという考え

もあるわけでございます。 
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 周辺近隣市との互換性や近い将来、千代田地区の学校の統廃合に備えて、霞ヶ浦地区の学校送

迎バス無料化と対象地区の見直しに取り組むべきと考えるところでございます。これらについて

対応を伺います。 

 次いで、第３点目、「不可抗力で済ませるのか免罪か～公共建築事業の相次いだ事務処理ミス」

について伺います。 

 昨日のこの９月定例会初日に市長より追加提案がありまして、私のこれから申し上げる事務処

理ミスについて一応の区切りをつけたい、責任をとりたいということで、昨日、提案され、市長

を初めとする給与の削減が全会一致で可決されたところでございますが、私から事前に通告して

おりますので、伺うところでございます。 

 さまざまな事業効率の指摘がこの議会を初めとして市民からもあるわけでございますけれども、

執行部といたしまして全てをくみ切れないだけではなく、事務処理のこれまでのミスをかつて計

画したことだよというようなことで理由としてご説明いただく感もございます。 

 この学校施設の建築事業の相次いだミス、こちらにおきましては、いろいろ第三者委員会など

で手間暇をかけて検証した対応は随時行っているとのことでございますが、私は、市長に行政の

責任者として責任がいまだ不在であったということで、姿勢が欠けていたということで今回、事

前に通告したものであります。 

 これはこのままもう１年以上が、一番初めのミスが発覚してから１年以上もたち、うやむやな

まま時が過ぎ、そして子どもの教育環境ということに対して、我々議会としても消極的なイメー

ジは生み出したくないわけであります。いわば教育が聖域であるという、こういったこと、さら

には行政としてやや消極的な姿勢なんですが、検討しながら考えてまいりたいというような、い

わば逃げ口上、こういったこととともに時間が解決して我々の記憶から消え去ることを待ってい

るかのようにも感じた次第であります。 

 昨日、市長として一つの区切り、けじめをつけたということで評価するものでありますが、改

めてこちらについてのご答弁もいただきたいと存じます。どのような対策をもって免罪とするの

か、ほかに免罪符となり得る事業成果などがあるのか伺うものであります。 

 以上、私からの１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（藤井裕一君）  

 答弁を求めます。 

 市長 坪井 透君。 

［市長 坪井 透君登壇］ 

○市長（坪井 透君）  

 古橋議員の質問にお答えをいたします。 

 初めに、１点目、学校給食につきましては教育部長及び保健福祉部長から、２点目、スクール

バスとその有料化につきましては教育部長からの答弁とさせていただきます。 

 次の３点目、公共建築事業の相次いだ事務処理ミスの対応についてお答えいたします。 

 議員ご指摘のとおり、「美並小学校校舎の増築教室等増築工事・プール改築の工事を進めてき

た中で、設計積算の計上漏れや違算、また、プール改築工事における特定財源の過充当による繰

上償還」など相次いだ事務処理ミスが発生をいたしました。 
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 このことはまことに遺憾でありまして、市民の皆様並びに市議会議員各位には多大なるご迷惑

とご心配をおかけしたことにつきまして、改めて心からおわび申し上げますとともに、監督管理

責任をとるために、本定例会初日に私と副市長、教育長の給与の減額を提案させていただきまし

て、可決をいただいたところでございます。 

 今後、二度とこのようなことが起きないように、職場内でのチェック体制や組織内の連携強化

など組織全体の問題として再発防止に努めるとともに、関係職員には、臨時に市長訓示並びに矯

正措置として指導・監督を行ったところでございます。 

 このたびの不祥事を教訓に、職員一丸となりまして市民の信頼回復に向けまして今まで以上に

注意を払い、より一層公務に精励してまいりますので、ご理解を賜りますようお願いをいたしま

す。 

 なお、行政監査・決算審査を通した監査委員からの意見や検証第三者委員会の検証報告・提言

に基づく再発防止に向けた取り組みにつきましては、速やかに取り組むよう指示をしております

ので、その進捗状況につきましては総務部長からの答弁とさせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君）  

 教育部長 飯田泰寛君。 

［教育部長 飯田泰寛君登壇］ 

○教育部長（飯田泰寛君）  

 １点目、学校給食の水準アップに関するご質問にお答えをいたします。 

 学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達に資するとともに、児童生徒の食に関する正しい理

解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものでございます。 

 食材費となります給食費につきましては、保護者の方々から、小学校では月4,100円、中学校

では月4,600円をご負担いただきまして、それをもとに栄養教諭の先生方が栄養のバランスを考

え、工夫を凝らして毎月の献立を作成してございます。 

 調理につきましては、委託している業者が行っており、調理従事者は、業務委託仕様書に基づ

きまして調理業務責任者及び副責任者を置き、基本的調理技術や衛生に関する研修を受けた者が

調理に携わっております。 

 また、調理後、学校長や教頭先生の管理職が検食を行いまして、安心・安全、そして食味につ

いても確認をし、その後、児童生徒に提供しておりますので、議員ご指摘のような味を二の次に

するというような考えはないものと考えてございます。 

 続いて、２点目、学校送迎バスの対象地区解消と運賃一部負担化についてのご質問にお答えを

いたします。 

 スクールバスについては、霞ヶ浦中学校で平成26年４月から、霞ヶ浦地区の小学校では平成28

年４月から、中学校が６キロメートル、小学校は２キロメートル以上の遠距離通学の児童生徒を

対象に統合による負担軽減を目的として無料で運行しているところでございます。 

 議員ご指摘のスクールバス対象地区の見直しと利用者の一部負担ということでございますが、

スクールバスの運行につきましては、小学校、中学校とも運行基準において、利用状況などを考

慮し見直しを行うこととしておりますが、通学については学校生活の重要な部分でもございます
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ので、慎重に対応する必要があると認識しているところでございます。 

 スクールバスの財源内訳としまして、一定額が地方交付税の基準財政需要額として算定されて

おりまして、そのほか運用開始年度から５年間交付される国の補助金と地域振興基金を活用して

いるところでございます。今後、補助金もなくなることを考えれば、利用者に一部を負担してい

ただくことも検討しなければならない課題であるというふうに捉えておるところでございます。 

 また、霞ヶ浦中学校のスクールバスについては、本年度に見直しを行うこととしておりますこ

とから、７月に小中学校の保護者を対象にスクールバス運行に関するアンケート調査を実施し、

今後、検討作業を進めるように予定しているところでございます。特にスクールバスの対象地区

や運行料金に関しては、運行開始に当たり、関係者のご意見をいただきながら決定した経過もご

ざいますので、生徒の通学状況や財政的な面などの公平性を考慮しながら検討してまいりたいと

いうふうに考えております。 

 なお、千代田地区の一部で路線バスを利用して通学しているところもございますが、冒頭で申

し上げましたとおり、スクールバスの運行につきましては、あくまでも統合による負担軽減を目

的としておりますので、ご理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君）  

 保健福祉部長 金田克彦君。 

［保健福祉部長 金田克彦君登壇］ 

○保健福祉部長（金田克彦君）  

 それでは、古橋議員、１点目の学校給食の水準アップ、並の充実をの市内公立保育所と私立幼

稚園等との現状、格差有無等についてお答えをいたします。 

 各保育所等の給食につきましては、公立私立を問わず、子どもたちのやせ形、肥満型等の身体

状況から、その平均値を把握した上、給与栄養目標量を設定し、管理栄養士または栄養士が献立

を作成し、栄養面における配慮をした食事を提供している状況でございます。 

 また、全体的な食事の摂取状況を毎日把握した上で食事の評価も行われているところでござい

ます。 

 格差につきましては、保育指針等に食育に関する規定があることや各種関係報告書を比較いた

しますと差がないもの考えております。 

 また、給食管理、栄養管理に関する会議を栄養士、調理師を交えて行っておりまして、会議で

の意見や保育士から報告をされる子どもたちの声をもとに、子どもたちの嗜好に配慮した献立や

季節の行事にちなんだ献立を作成することで満足度の向上にも努めておるところでございます。 

 以上です。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（藤井裕一君）  

 総務部長 小松塚隆雄君。 

［総務部長 小松塚隆雄君登壇］ 

○総務部長（小松塚隆雄君）  

 ３点目、公共建築事業の相次いだ事務処理ミスについての質問のうち、行政監査の結果及び美

並小学校プール改築工事変更請負契約等に係る検証第三者委員会の提言への対応についてお答え
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をいたします。 

 市の監査委員によります行政監査につきましては、結果報告を本年３月４日に受けております。 

 また、検証第三者委員会につきましては、その検証及び提言を本年５月12日にいただいている

ところでございます。 

 これらの提言につきましては、速やかに取り組むよう市長の指示をいただいておりますので、

その進捗状況についてご説明を申し上げます。 

 その内容につきましては、大きく分けまして、設計業者選考の方法の改善、設計業務成果品の

違算や脱漏のない精度の向上及び成果品の検収・検査方法の是正、また適切な設計変更手続の構

築等及び建築工事担当職員の育成、これら３項目となっていると考えております。 

 第１項目の設計業者選考の方法の改善につきましては３点ございますが、１点目としまして、

一般競争入札で行う業者を専攻する上で、業務を確実に履行し得る力量、技量を備えた優良な業

者となるよう入札参加条件を工夫することとされている点につきまして、同種、同規模の業務履

行実績を具体的に求めることといたしました。また、業務の内容や規模によっては、設計事務所

の有資格者数の指定や照査技術者の配置などの検討をすることといたしました。 

 ２点目といたしまして、これまでの建築コンサルタント業務委託の入札で落札率が極めて低い

状況がございまして、適切な価格をもって良質な業務遂行をするためには、入札時に最低制限価

格の設定を行うこととされております。 

 このことにつきましては、本年５月18日に「かすみがうら市建築関係建設コンサルタント業務

委託最低制限価格設定方法取扱要領」を公告いたしまして、同日施行をしております。 

 ３点目としまして、規模に応じてプロポーザルの導入、共同企業体制度の導入、設計業務委託

者の建築士賠償補償制度の加入の義務化について検討することとされております。規模の大きな

ものや用途が特殊なものになりますと、業務の履行に技術力と業務経験等が必要になりますので、

ただ単に価格だけで選考するのではなく、提案型の選考方法としてプロポーザル方式の導入とあ

わせて共同企業体制度も検討をしてまいります。また、設計業務委託者の建築士賠償補償制度の

加入の義務化につきましては、近隣市町の事例等を研究してまいりたいと考えております。 

 第２項目といたしまして、設計業務成果品の違算や脱漏のない精度の向上及び成果品の検収・

検査方法の是正につきましては、２点の改善事項となります。 

 １点目といたしまして、設計成果品に違算や脱漏等を防止する点につきましては、設計業務委

託仕様書国土交通省積算チェックシートによる確認を明記いたしまして、成果品の一つといたし

ます。市の担当者は、設計内容の根拠や積算積み上げなどについて設計者からチェックシートを

含め説明を受け確認をいたしまして、計上漏れや違算のないよう精度の向上を図ってまいります。 

 ２点目といたしまして、設計成果品の検収・検査につきましては、設計業務に係る監督要綱や

検査要綱の制定に向け検討をしているところでございます。 

 最後に、第３項目といたしまして、建築工事担当職員の育成等につきましては、建築専門職員

の採用や建築工事知識の向上のための研修受講を促してまいります。 

 ご指摘並びにご提言いただいたところを検討いたしまして、現在改善に向けて取り組んでいる 

ところでございます。 

 今回の問題につきましては、深く反省をいたしまして、改善に努めてまいりたいと考えており
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ますので、ご理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 まず、学校給食についてでございますが、先ほど壇上で申し上げましたとおり、こちらを20部

ほど議場内に配らせていただきました。これは私が先般、下稲吉小学校で行われました親子給食

に出席させていただきました。これはまだちょっと盛りが小さいかもしれませんけれども、まだ

食べていない状況です。ちょっと牛乳はふたがあきかかっているんですが、コッペパン、中身な

いプレーンなコッペパン、そしてマカロニのトマトソースあえ、そして野菜の炒め物ですかね、

そういうような内容でございました。 

 学校給食は、日本の特に戦後の貧困対策として始まったという経緯はご承知かと思います。今

やインターネットでは日本の学校の給食の子どもたちの様子が配信されて、世界各国から何て日

本人は律義なんだと、そういう評価を得ているところであります。ぜひその律義なところを実際

の体の中で将来活躍していただくために源になっていただきたいと思う次第でございます。 

 きのう、市長からも冒頭の挨拶の中で、リオデジャネイロオリンピックにおける日本オリンピ

ック隊の活躍に感銘を受けたというお言葉がありました。当市からぜひとも次なるオリンピック、

将来のオリンピックに活躍していただくような人材が出るためにも、学校給食、並どころではな

くて脳の中もしっかり動くような栄養素などを食べていただいて、かすみがうら市を担っていた

だきたいと思う次第であります。 

 そういった給食に対する期待を誰しも同じでございます。このように私がたまたま行った親子

給食のときにコッペパン、マーガリンもジャムもありませんでした。牛乳を口に含みながら、ぼ

そっとしたパンを食べるんですけれども、コッペパンですから、昔のコッペパンといえば重さ、

重量100グラムぐらいはあったと思いますけれども、これは少々小ぶりで60グラムかそんなもん

ですかね。そのように見受けるところであります。 

 ここで炭水化物、主食であるのに、このトマトソースあえのマカロニ、ここでもまた炭水化物、

今いろいろ健康ブームの中でグルテンフリーというのを市長ご存じかと思いますけれども、その

パンの粘着系の要素、グルテン、これがどちらかというと先進の健康の衣食の中では体にマイナ

ス要素があるという、そういったことから、特にオリンピックで活躍するようなアスリートの皆

さんはグルテンフリーといってグルテンをとらないような食事をされて、体の流れをよくしてい

る、そして必要なときに必要な燃焼率が出るようにしているところで市長もご存じかと思います。 

 法律的には、学校給食、戦後の貧困の中から徐々に各地域も整備されてきまして、学校給食法

も何回か改定はあったかと想定するんですが、その目標、目的の文言として、「我が国と地域食

文化の理解」、それから一歩これを踏み込んだ目的があります。「食料の生産、流通及び消費に

ついても正しい理解に導くこと」と学校給食法の目標という目的、この中にうたっているわけで

ございます。先に教育部長から答弁されるかなと思ったんですが、答弁なかったものですから、

私が改めて申し上げる次第であります。 

 その食料の生産、流通及び消費ということで、私は是非とも今回の質問ではなくて前の質問で、
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そのためにも産地を表記したり確保地を表記して経済面でも、そして当市の１次産業の皆さんの

材料としてでもマーケットとしても望みやすいように取り組むべきではないかと言ってきたとこ

ろであります。 

 そこで、そういったいろいろ根本的な学校給食のあり方というのはあるんですが、いかんせん

まだ景気が悪い中で学校給食費、先ほど教育部長からどういうシステムで集めているという答弁

ありましたけれども、やはり景気のまだ悪い中、給食費の未納というのがあるわけでございます。 

 私も担当課から学校給食の納入状況ということで、合併後、全てくださいと言ったんですが、

23年度以降をいただいた次第でありまして、皆さん、お話ではこれまでニュースなどにも学校給

食の未納があるんだよとご存じのことかと思いますけれども、割合でいうと３％ほど、100に対

して３未納の実態があるような状況でございます。特に市街化の学校については、それが顕著で

あります。そのトータル額、年額にすると100万円を超える未納の、１年間のです、未納額が100

万円以上になる学校もあります。 

 この未納となったものをどのように処分しているのか、集めるところは、足りなかったものを

どのように処分しているかというのは、これ意外と皆さん、ご承知でないかと思います。払えな

いんだったら児童手当とか教育関係の扶助手当とかそういうので相殺したらどうだということは、

議会の皆さんであればご存じかと思いますけれども、じゃ実際その未納になったのは、後で先生

方が集めに行ってちゃんと回収しているのか。そうではないことです。じゃそれをどこで切りを

つけて処分しているのかということが皆さんご存じではないかと思いますので、これを再質問と

いたしまして、当市の現況をご答弁いただきたいと思います。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育部長 飯田泰寛君。 

○教育部長（飯田泰寛君）  

 ただいまご指摘のとおり、一部の学校では給食費の未納もございます。これによって１食の単

価が減りますと、給食の質の低下ということも当然懸念されてまいりますので、給食費の未納を

なくすということが何より肝要であるというふうに考えてございます。 

 今後の未納対策でございますが、今まで以上に電話、文書、さらには家庭訪問等で納入を促す

よう各学校にお願いをするとともに、ケースによっては、就学援助制度の周知・勧奨等に努める

などして未納の解消を図っていきたいというふうに考えがございます。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 今の教育部長の答弁では、処分内容をどういうふうに足りないお金をやっているかというのは

わかりにくかったと思うんですが、私から申し上げますと、ほかの集まったお金で穴埋めしてい

るということです。ですから、納めていただいていない方は、どこか公費から、税金から充当さ

れているのかと思われているかもしれませんけれども、そうではないんです。同級生、同じ学校

の中の給食費から賄われているということです。 

 私は、これを改めて知ったとき、いろいろ扶助制度があるのに、給食費という準公金的な立場

であるからなかなか難しいのであろうかなと思うところでありますけれども、こういった実態、
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市長か教育長か、これは望ましい処分方法なんですか。ほかの市町村がやっているからというこ

とかもしれませんけれども、ほかの市町村は、よそはよそ、うちの市はしっかり、ここでこうい

う話をしたからには、本来あるべきの処分はどうなのかご答弁いただくことは可能ですか。教育

長ですか。お願いします。 

○議長（藤井裕一君）  

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君）  

 ただいまの古橋議員さんの質問にお答えします。 

 私、下稲吉東小に平成20年に着任しまして、そのときの給食費の未納が余りにも多いというの

に驚きました。それで、前年度の要するに繰り越し、繰り越しで累積した赤字額が相当な額にな

ってきているということで、その当時、給食費の学校給食の一応、私担当になって、その問題に

ついてＰＴＡも含めてこの問題を何とかしなくてはいけないということで、徴収のあり方、これ

を市全体としてどういうふうにかかわっていくかということを早急に計画を立てて実行しなけれ

ばならないということで、まずは先ほど部長が答えましたように、電話、それから、あるいは家

庭訪問、それから管理職、もちろん校長も１軒１軒訪問して徴収に当たったという経過がありま

す。 

 にもかかわらず、本当に困窮して納めていただけないというような場合には、準要保護という

そういう制度がありますので、そちらで申請していただければ、先ほど古橋議員さんがおっしゃ

ったように市のほうでそれを負担するような扶助制度というものがあるわけです。 

 ところが、負担能力はあるにもかかわらず納めない、それで待っていると、具体的な話になり

ますけれども、携帯電話で話ししながらビールのケースを抱えて帰ってくる、そういうところに

出くわして、その分を何とか給食費のほうに回してもらえないだろうかというようなことをお願

いするというところが精いっぱいではあったんですけれども、にもかかわらず、納めていただけ

ないというようなそういう家庭が結構ありました。 

 それらについて、会計報告というものが毎年行っているわけですけれども、１人当たり幾ら幾

ら、それが児童生徒数が何人だから合計これだけの金額が集まりますというような形で本来やる

べきところなんですが、ところが納めていただけない、そういう保護者もあるわけですので、そ

ういう形ではできないということで、他の市町村と連絡をとって、どういうふうにやっているん

だろうかというようなことで幾つかの市町村に当たりました。 

 そうしましたら、総額方式で会計報告はやっていると。つまり、全体でこれだけ収入がありま

した。それで、これだけ支出しましたというような、１人当たり幾ら幾らの総児童数、総生徒数

というような形で総収入額を出すようなことができなかったということで、そのような対応をと

ってきたということで現在に至っているものと認識しております。 

 ただ、これが望ましいかというと、かなり問題があるということも認識しているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 
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○８番（古橋智樹君）  

 要は、２回目の教育部長の答弁であましたとおり、給食の質や量を落として未納を処分してい

るということでございます。いろいろ社会情勢、景気が悪い中、もろもろ理由はありますけれど

も、やはり将来を担う子どものためだけには自分のおまんまはさておき、かわいい子どものため

には何とか支払おうと、そのように思ってもらえる給食のシステムをもっと明確に伝わっていな

いから納めていないのかなと察するところでありますので、そういう努力をいただきたいところ

であります。 

 そして、この学校給食費の位置づけが税金と同じような横並びではないということなんですが、

この取り扱い根拠について、教育部長、概況をご説明いただけますか。 

○議長（藤井裕一君）  

 教育部長 飯田泰寛君。 

○教育部長（飯田泰寛君）  

 お尋ねの件につきましては、会計上の区分、いわゆる公会計か私会計かというようなことのお

尋ねかと思います。かすみがうら市の場合は、いわゆる私会計というような取り扱いでございま

す。いわゆる強制的な滞納処分といいましょうか、そういったことに発展するようなことも考え

ておられるのかなと思うんですが、我々の場合は、我が市の場合は私会計というようなことで、

学校の先生方に一生懸命徴収をお願いしていると、そういう内容でございます。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 そこで、次にお尋ねしますけれども、そういった会計のスタンスの中で、給食の材料の仕入れ

先や単価はどなたが決定されているんですか。 

○議長（藤井裕一君）  

 教育部長 飯田泰寛君。 

○教育部長（飯田泰寛君）  

 食材の仕入れ、単価等は誰が決めているのかというようなお尋ねでございます。 

 学校給食の調理につきましては委託業者が行っておりますが、食材の仕入れ等については、給

食の献立をもとに児童生徒を勘案しながら、各学校の栄養教諭、栄養技師または給食主任が仕入

れを行っております。委託業者が仕入れをするということはございません。また、冷凍食品や缶

詰等につきましては、見積もりを徴収しまして、低価格のところから仕入れをしているという、

そういう状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 私は、その栄養主任、給食の主任ということで、教諭の立場の方が決定権者というような答弁

に聞こえるんですが、やはりそこは最低学校長が最終的にオーケーの判こを出すようなことでな
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いから、先ほどのような未納の状況を伝え切れていない。担当者の権限で、なれ合いで出入りし

ている業者にそのまままた来年もよろしくお願いしますと、この材料はこの単価でどうですかと

来て、通帳の残を見て、今月まだいけますと。そんなことではなくて、やはり客観的にそれでオ

ーケーだと指図する権限が校長にはないんですか、教育長。 

○議長（藤井裕一君）  

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君）  

 ただいまの質問にお答えします。 

 学校管理下でございますから、当然、学校長に責任がありまして、最終的な判断は校長にある

ものと認識しております。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 慣例としては、姿勢としては、校長これでいいですかと決裁枠判ぐらい押してやっている学校

もあろうかと思いますけれども、やはり先ほど伺ったような滞納の状況とかも踏まえれば、そこ

ら辺をもう少し一歩進んでルール化して、常に会計状況が教育長まで報告義務として伝わるよう

な形が子どもたちの給食の充実の責任でなかろうかと思いますが、教育長いかがですか。 

○議長（藤井裕一君）  

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君）  

 ただいまの古橋議員さんのご提言、できるだけその方向で今後取り組んでまいりたいと、そう

いうふうに考えております。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 市長、市長も総合教育会議としておととしから法的な立場、責任もあるわけですから、まして

や坪井市長は食材に関してはプロなのですから、やはりそこはほかの教育のことは、教科のこと

は大山教育長に任せるとしても、そこは市長、いろいろ持っている技術をもっと伝えるべきでは

ないかと思うんですが、市長いかがですか。 

○議長（藤井裕一君）  

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君）  

 給食費につきましては、先ほどお話がありましたように、一番はやっぱり子どもたちのかつて

は空腹を満たしたりカロリーだったりしますが、今、健康志向の中でありますので、栄養バラン

スのしっかりとした食事を出すということだと思います。また、それとあわせまして、やっぱり

そういったものを理解させるための食育の推進とか、それから地産地消とか地元の食材をいい形

で回していく、これが地域経済と結びつきますし、子どもたちの健康と結びつくと考えています

ので、私も微力ながらそういった実態を少し調べまして、こちらのアドバイスができるような形
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で努力していきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 市長、坪井市長に限っては微力どころではなくて、プロのコンサルタントとしてぜひご指南い

ただくべきだと思います。ましてや執行部としては湖山の宝などと掲げまして、地元の１次産業、

２次産業に特に市長の言う６次産業も含めて取り組んでいるわけですから、やはりそこは市長は

それを掲げている以上は、市内の子どもたちによりよい教育の充実としてアドバイスする責任が

あります。 

 私の質問、戻りまして、実際の学校の給食の中で、今非常に遺伝環境もありまして、この点を

伺いたいんですが、食物アレルギーなどのお子さんもお持ちの方もいらっしゃると思います。こ

ういった学校の100人、200人の中に１人、２人いる場合もあるんですが、それらのアレルギーの

対応も非常に大きな仕事となっているかと思うんですが、当市においてはどのような状況になっ

ておりますか。 

○議長（藤井裕一君）  

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君）  

 ただいまのご質問にお答えします。 

 いつだったかちょっと忘れましたけれども、アレルギー症状を持っている子がその食物をとっ

たために命を落とすというようなことがあって以来、アレルギーを持っている子どもについては、

十分給食の食材などを考えて対応するようにというようなそういう指導が強くなってきておりま

すので、当市としましても、アレルギーを持っている子の調査、把握、そういうことについては

きちんととっておりまして、その子どもたちへの給食の提供は別メニューと、あるいは家庭から

持ってきていただくというようなそういう対応をとるようにしております。 

 以上です。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 基本的には、担任の先生がそれを随時対応されていると思うんですが、やはり学校のシステム

として、その先生に何か急遽の都合ができたときに、誰が補助してかわりに責任を果たすのかと

いうのが、やはりそのあたりまでしっかり体制をつくるべきだと思います。当市に限っては、お

かげさまでそういった事故もなくこれまでに至っているかと思われますので、ぜひ調理後の試食、

検査、さらには東日本大震災以降の放射線の検査などと、そのあたりの子どもたちの食の安全の

ほうもしっかり会計だけでなく努めていただきたいと思います。 

 学校給食のまた中身のほうに戻りましてお尋ねしますけれども、主食としての炭水化物、これ

を市内の学校ではどのように調整、バランスをとられているのかということで、これも事前に書

類をいただいたんですが、単純に演台で申し上げたとおり、子どもが小学校から中学生までの中

で１日の2,000キロカロリーという消費量の中で食事として炭水化物、どのように配置するかと
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いう、いわば黄金比のようなものがあって、それでバランス的には米が全体の給食支給の中で

64％、パンが14％、麺ほかが22％というような全部学校同じような数字で書いてきたんですが、

私は、実際の納入数量は差がもっと出るべきだと思ったんですが、単純にこれは計画のような書

類をいただいたわけであります。 

 しかしながら、この写真、パンであったりマカロニであったりという、パンといってもさらに

はコッペパン、重さもある、こういったものを実際に私、食べまして、本当に大丈夫なのかとい

う不安もありまして、なお、そのいただいた書類で、これは多分、専門家の方はびっくりするか

もしれませんけれども、例えば小学校の低学年、ご飯何グラム与えているのかというもので数字

もらっているんですけれども、70グラム、これお尋ねしますけれども、これ炊いた後じゃないで

すよね。炊く前の重さですよね。 

○議長（藤井裕一君）  

 教育部長 飯田泰寛君。 

○教育部長（飯田泰寛君）  

 食材カロリー数あるいはエネルギー量ともに、その前段の数量というふうに理解をしておりま

す。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 70グラムですよ。１合は140、150グラムですか、その半分、ちょっと少ないような。中学生は

何グラムかというと、110グラムです。１合もないんです。未納の影響ではないと思うんですが、

１合も食べていないんですよ、１回の食事。ましてや米農家の方、一生懸命ＴＰＰだ何だってや

って米の値段が下がらないようにいろいろ国に求めたりしている中で、米の消費もっと伸ばせと

やっている中で、確かに数値としては米64％といいますけれども、市長、どうですか。パンと麺

の割合から比べて、ほかの炭水化物の中で米64％ですよ。しかも中学生が110グラムですよ。１

合食べていないんです。これが充実していると言えますか。 

○議長（藤井裕一君）  

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君）  

 ご指摘があるところで、私もその辺の栄養的な面での専門家ではございませんので詳しくはわ

かりませんが、これから少し調べてまいりたいと思っておりますのでよろしくお願いしたいと思

います。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 確かにパンは、つくる側としては大分手間が、仕入れたのをそのままどんと出せばいいわけな

んですね。今はジャムもマーガリンもつけないで出してくるということなんですけれども。まし

てや先ほど申し上げたとおり、グルテンの影響なんていうのが非常に効率性をいろいろ論評があ

るわけですから。 
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 米の消費拡大という部分でいえば、64％どころではなくて、もっと80％に迫るぐらいの米消費

をうちの子どもたちには食べてもらうんだというような、そういう独自性は大いにあってよろし

いのかなと思うわけでございます。 

 そういった仕入れ、じゃその米、地元を使っているのかということで、地元のかすみがうら市

産の新米を用いているということなんですが、それでもちょっと１合も、中学生に１合も与えて

いないというような状況は、私は全然充実していないと思います。そのあたりもやはり市長、ご

確認よくいただいてご指南していただきたいというふうに、未来を担う子どもたちのために、ス

ポーツで活躍するだけではないことでありますから、ぜひ市長が十分その点を気にとめていただ

きたいというふうに願うところであります。 

 米の納入先はもちろん、今台風来ていますけれども、何か災害があったときには食材が急に不

安定になることもありますから、できれば大きいところでしっかり数量持ったところから仕入れ

るというのが子どもたちの健全な学校給食のためには必要であろうと思うんですけれども、米は

値段も下がってしまっている、米も余っているという状況からすれば、何も水戸にあるような公

益財団法人から、蔵はこのかすみがうら市にある蔵からとっているのかもしれないんですけれど

も、そっちに少し利益を回すようなことじゃなくて、せめて地元の農協さんとかから買いつけて、

水戸のほうに一部利益が流れるんじゃなくて、やはりこっちの県南方面に経済面でも配慮すると

いうことが私は行政として責任あるかと思うんですが、今実態としては、学校の給食主任がいろ

いろなれ合いと言うと大変失礼かもしれませんけれども、慣例の中で水戸の納入業者におつき合

い、これまでされている、ほかには牛乳なども全部茨城産という、メグミルクさんが株大半出資

の会社が水戸にあるんですが、そっちから市内の牛乳は全部入れる。値段がどのぐらいで実際単

価で入れているのかわかりませんけれども、市内にもとりあえず牛乳屋さんの看板を出している

ところが幾つかあるんですから、そういう地元の業者を、事業者を少しは立てるようなことは行

政の責任じゃないかなと思うですけれども、市長、いかがですかね。 

○議長（藤井裕一君）  

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君）  

 仕入れルートについては私も詳しくわかりませんけれども、私が考えるところは、やっぱり安

定供給という面での、例えば学校給食会とかそういうところを活用しているのかなと思っており

ますが、地元で手当てできるものにつきましては、やっぱり地元でできるような体制というのは

大事だというふうに考えておりまして、米等につきましてはそういう方向でいっているというふ

うには報告をいただいております。 

 また、野菜等につきましても、いろいろ入札等でというような話は伺っておりますけれども、

そういう中にあってもやっぱり地産地消、地域の食材を活用することは、先ほどお話のように地

域経済にとっても子どもたちの健康にとってもよいことだと思いますので、そういったことを努

力していきたいというように考えております。 

○議長（藤井裕一君）  

 暫時休憩します。 

休 憩  午前１１時１２分 
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──────────────── 

再 開  午前１１時２４分 

○議長（藤井裕一君）  

休憩前に引き続き会議を開きます。 

８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 それでは、引き続き質問をさせていただきます。 

 先ほど炭水化物の割合の米について申し上げたんですが、ほかの例えば、私ができればパン、

割合減らしてほしいということで言った１人当たりのグラム数、低学年40グラム、高学年60グラ

ム、食パン６枚切り１枚65グラム、８枚切りが45グラムです。そのあたりも、よくいま一度こう

いう機会に見つめ直す機会となっていただければいいなと思う次第であります。 

 それで、実際の当市の調理業務の状況ですが、かつては調理員さんということで公務員の皆さ

んとして調理のほうに当たっていただいたんですが、今当市は全て専門業者に委託をしていると

いうことです。その具体的な業者名は株式会社日京クリエイトさんということで、日立グループ

のその業種の大手であろうということで、契約額も私、契約書も見たところ、価格的にも非常に

かえって勉強していただいているかなというような金額だなと察したところであります。 

 それでいて、もっとおいしい給食を出すために学校長や給食担当の教諭の先生方、栄養士先生

方ともっと連携とっていただいて内容の充実を図っていただきたいと願うところであります。 

 ただ、これまでかつての公務員としての調理員の皆さんの場合、８月の夏休み期間中は仕事を

どのようにやるのかと、調理場の消毒点検だけでは業務のほう、その辺あいてしまうので、いろ

いろ校庭の手入れをしたりとかそういうことは伺ったことがありますけれども、そういう部分を

含めて、８月は８月で今委託してもう支払っているんですが、仮に10カ月で年額割ったとしても

適正な妥当価格で、もっと充実した給食を出していただくのであれば、私はもうちょっと契約額

がふえてもいいのかなと思ったぐらいです。 

 そういった調理室の現況はあるんですが、壇上で申し上げたとおり霞ヶ浦地区の２校で、美並

小学校と霞ヶ浦中学校で給食室の改築工事でまだ工事には至っていない状況であります。私は、

坪単価が非常に高いということで壇上で申し上げたんですが、それを私、図面をいただいて坪単

価求めてみました。私、いただいた設計図の概要書で数字が全然入っていないただの図面だけも

らったんで、そこからメーター数拾い上げて若干の誤差はあるかもしれませんけれども、霞ヶ浦

中学校が254平米、少数未満はちょっと切ります。254平米ですから77坪、それを単純に坪単価割

ると258万9000円、非常に高い設計額であります。坪単価ですよ。坪単価200、相当な充実した内

容であります。 

 取りつけ設備も、取りつけに限らないんですが、積算内訳書、別途ありましたけれども、そち

らだと間違っているかもしれませんので、私、設計図のほうの設備の数を勘定しました。数だけ

ですよ。そうしたら霞ヶ浦中学校、58種類の85個美並小学校は汎連合設計した図面なんですが、

これも同じく図面から私、拾い上げまして、こちらは車の搬入スペース、屋根をつけた、スロー

プをつけたようなコンクリートを打ったようなスペースも含めてです。そこが26坪ぐらいあるん

ですが、それを含めて299平米、坪数で90坪、これを単純に坪単価出すと220万4000円。この搬入
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車のスペース、そんなに実際はコンクリート打って屋根、カーポートつけるだけだと思うんです

が、それを除くと坪単価300万も超えるんですよね。設備は51種類あって87個という、これだけ

の坪単価の予算があるとしたら、私が建築事業者だったらぜひ請負させていだだきたいなと思う

んですよね。 

 でも、私の議会の立場からすると必要最小限にとどめ、後ほど再質問しなければならないんで

すが、バスのほうに充てたり教育振興のほう、いろいろ文科省のご指南があって地域性は出せな

いかもしれませんけれども、そういった部分にもかすみがうら市はこれだけ教育に熱心なんだと

いう予算をつけていただきたいというふうに願う次第であります。 

 そうやって１カ所２億円もの工事充てている中、計上している中、昨年度末で霞ヶ浦地区の小

学校７校のところが２校になり、残り５つが今総務のほうでその学校設備をどのように使うかと

いうことで取り組んでいるところでございます。私もこれも事前に学校教育課にお尋ねしたんで

すが、その使わなくなった学校の調理室にも同じような設備が１式それぞれあるわけです。それ

はもちろん学校教育法に基づいて設置者、市長としてこれまで歴代の出島村長から霞ヶ浦町長と

して設備を加えてきたわけですが、その設備、まだまだ使えるものも中にはあるだろうと察する

ところなんですが、その処分の概況というのはどのように今臨んでいるところなんですか。ご答

弁お願いします。 

○議長（藤井裕一君）  

 教育部長 飯田泰寛君。 

○教育部長（飯田泰寛君）  

 閉校小学校の資機材といいましょうか、特に給食室の調理器具ということのお尋ねでございま

す。現在、まず他の小学校、中学校で共用、共有する材料等もございますので、まず小学校、中

学校を優先に物品の提供といいましょうか、希望に応じた配置がえということを行っております。

これが今般終わりまして、今度は市役所内部でいわゆる希望を募っているという状況でございま

す。これに関しましては、霞ヶ浦庁舎と千代田庁舎に写真つきの目録を備えまして、それをもと

にただいま備品の募集を行っておるというそういう状況でございます。 

 以上です。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 私が、廃校になった給食室の備品台帳示せよとお尋ねしたところ、実際にはなかなか管理が届

いていない実態であったと、購入額や購入年が台帳として不備であった実態もあります。されど、

ことしの３月末まで安全な給食を支給するために使っていた設備ですから、しっかりとしたまだ

残存価格があるわけですから、それをどう使うか非常に今後課題であります。 

 先ほどの今現在の設計単価を申し上げましたけれども、実際の食品業界からしたらすごい立派

な設備ということで、市長はその筋の専門家だと思うんですが、廃校が５つあったら事業所が５

つ、給食室と給食室に休憩室ちょこっとしたのついているのかもしれないですけれども、教室の

一つでもプラスアルファで貸して地元の食材を使って２次加工事業やってくださいと、２次産業

やってくださいと。何も１校丸々１事業者じゃなくたっていいと思うんです。給食室と教室１カ
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所、会議室をセットで。もっと欲しいというのであればもうちょっと。いわばテナントですけれ

どもね。 

 それを貸すに当たって、いろいろ建築法上、今度、公共物ではないですから、工場という扱い

になって土木部のほうでもいろいろ建築確認のいろいろ規定もあって、既に建ってしまっている

既存の施設はどうか、私、わかりませんけれども、いろいろそういうルールをクリアしながら使

っていただくのも手だと思うんですけれども、市長、２次産業のプロとしていかがですか。 

○議長（藤井裕一君）  

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君）  

 ご助言いただいておりますように、霞ヶ浦地区の６小学校がこのたび廃校になったわけであり

まして、その利活用につきましては、ご承知のとおり、今、総務課を中心にニーズ調査といいま

すか、どういった形で使えるのか、それは私ども公共も含めましていろんな形で検討をしていま

す。 

 そういう中で、今ご提案のありました地域の産品を使った６次化とか加工化とか、そういった

ものは非常におもしろい発想でありますし、期待できる内容でありますので、そういったことを

含めまして各方面からご要望等を聞きながらよりよい使い方を模索していきたいと考えておりま

すので、今後ともご助言等お願いしたいと思います。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 市長、ありがとうございます。 

 今度ＦＭ、公共施設の取り組みとしてその廃校の見学会をやりますよね。そういった中にこれ

だけの給食設備がありながら、特段にメニューがなかったんですよね。ましてやかすみがうら市、

市長がおっしゃるとおり１次、２次、３次産業をうまくミックスさせた６次産業というところを

目指しているのに、学校にそれだけ廃校の設備がありながら、総務課の文書には何か給食室見ら

れるのかどうかよくわからないお手紙をいただきましたけれども、ぜひ今後時間もありますから

そういうニーズ、そして市としての計画とよくすり合わせして対応していただきたいなと思う次

第であります。 

 いずれにいたしましても、少数精鋭の子どもたち、子ども１人でお年寄りを２人も３人も背負

わなければならない世の中が来るわけです。10年後にはもう小中学校合わせて200人以上も減っ

ていくような状況もトータルあるわけでございますから、その子どもたちがより効率的な身体能

力をつけていただくためにも学校給食をいま一度、私は提言申し上げまして、もう一度、もっと

グレードアップできることがあれば取り組んでいただきたいと思う次第であります。 

 それで、時間もありませんので、２点目の学校送迎バスにお尋ねさせていただきます。 

 今のところ、事故も大過なく運行されていただいてありがとうございます。しかしながら、評

判は利用者からいろいろ私の耳に届く内容が全てではありませんけれども、特段に積極的なご意

見をいただくことがなくて消極的な、ああしたほうがいいんじゃないか、こうしたほうがいいん

じゃないかとか、あそこの子どもはあそこまで歩くの大変だとか、そういうことばかりが届きま
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す。 

 実際のところ始まったところですから、それはいたし方ない部分なのかもしれませんけれども、

このバスの運用、非常にお金かかっております。お金かかっているのは我が市だけではなくて、

やはりインターネット見れば、日本はおろか世界的にもスクールバスの運用というのは非常に難

しい、それを抱き合わせて公共交通と運行しているようなところもあるんですが、それでもなか

なか難しいわけです。なかなか運賃を割合を多く事業費に充てるというのが難しい現実もあるわ

けでございます。 

 そこで当市は、先ほどの答弁でありましたとおり地域振興基金というものを用いています。い

わば総務省お墨つきの地域振興基金を取り崩して、貯金をおろして今、霞ヶ浦地区のバスに充て

ているわけでございますが、それが今後も続けなければならないスクールバス運用に当たって、

私は望ましい形ではないかなと思うんですが、そのあたりの財源について今後どのように臨んで

いくのか、市長公室長、ご答弁一言いただけますか。 

○議長（藤井裕一君）  

 市長公室長 木村義雄君。 

○市長公室長（木村義雄君）  

 ただいま議員のほうからも地域振興基金についてのご質問がありました。ご承知のとおり、合

併後の市町村が行う一定の基金の積み立てに要する経費ということで、合併特例債による調整さ

れた基金の一つでもございます。 

 当市での地域振興基金につきましては約15億円でありまして、旧町からの地域振興の事業に充

てる経費、例えば市制10周年記念式典あるいは誕生式典とか、そういった一体感を醸成する事業

に充てるというような内容でございます。この一部を取り崩しながら、今ご指摘のあったスクー

ルバスの運行事業に充てているわけでもございます。ただ、年々切り崩していきますと、その原

資がやはり減額になってくるということもありますので、そこはやはり一つの課題として現在捉

えているという状況でございます。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君）  

 あと、バスの業者選定に当たっても、入札に参加はしたけれども辞退が非常に多いという実態

があります。私は、やはりそこで公正な効率的な競争がちゃんとなるためには、１路線当たりの

設計、仕様内容などをもう一度見直す、その実態ではないかなと思いますので、ぜひ、余り耳に

しないんですが、スクールバス調整委員会のもっと明快な運用とともに随時スクールバス運用が

効率的になって、いずれ次期に備える千代田地区の統合に当たって円滑になるように努めていた

だきたいと思う次第であります。 

 第３点目の質問に一言添えさせていただきますが、やはり市長から答弁、もろもろありました

けれども、私としては、仕事として、仕事でいい仕事をしてそれを償っていただきたいという一

言であります。 

 あの全日空でさえもお盆に荷物を運び損ねたり、プロ野球のイチローでも失策をしたりするわ

けです。誰しもミスはあるわけでございます。そのミスを許せるのは、やはりこれにかわる仕事
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の評価であろうと思いますので、そういった仕事で今後当たっていただきたいと願いまして、私

の質問を終わります。 

○議長（藤井裕一君）  

 ８番 古橋智樹君の一般質問を終わります。 

 明日９月８日には、台風13号が茨城県に直撃するおそれがあります。今後の議会運営について

対応を検討しますので、これから臨時の議会運営委員会を開きます。第１委員会室へお集まりく

ださい。また、議運終了後に全員協議会を開きたいと思います。 

 暫時休憩します。 

 再開は午後１時30分からといたします。 

休 憩  午前１１時４５分 

──────────────── 

再 開  午後 １時３０分 

○議長（藤井裕一君）  

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 続いて、発言を許します。 

 ７番 田谷文子君。 

［７番 田谷文子君登壇］ 

○７番（田谷文子君）  

 皆様、こんにちは。 

 本日は台風の影響でお足元の悪い中、お運びいただきましてまことにありがとうございます。

昨日は残暑が大変厳しいございまして、私もちょっと小林一茶の句を思い出しました。ご披露し

たいと思います。「涼風の曲がりくねって来たりけり」思い起こしました。やっぱり暑いからこ

そふと覚える風の涼しさを感じました。小さな秋が近づいております。 

 スポーツの祭典、リオのオリンピックが終わりました。メダリストの面々は、インタビューの

際、決まって「私１人の力ではありません。コーチの指導がよかったからです。両親が協力して

くれたから」、また、「両親の愛情があったからです」そして、「私にかかわった大勢の人々が、

そして日本中の皆様の応援があってのことです」とはじけるばかりのさわやかな笑顔と真珠のよ

うな輝かしい大粒の涙を流して、感激、感謝の言葉で締めくくっておられました。突然マイクを

向けられても物おじしない屈託のない笑顔で的確な言葉が返ってくる光景を見るにつけ、私は日

本をこの若者たちに任せて余りあると感じた次第です。 

 人口減少が進む中、せめて私たちシニア時代は人口減少が進む中、未来を担う日本の宝である

子どもたちを産んで安心して育てられる社会を、環境づくりを目指して、微力ながら私も貢献し

ていきたいと思った次第でございます。 

 前置きが長くなってすみません。 

 それでは、平成28年度第３回定例会におきまして、通告に従いまして一般質問をさせていただ

きます。 

 まず、１点目として、小中学校適正規模、適正配置指針、県教育委員会に基づく千代田中地区

４小学校統合配置計画及び志筑小学校移転整備事業計画のミスマッチについてでございます。こ


